
 

平成 29 年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 22 日実施） 

（平成28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 15 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①単位制の利点

をいかし、年次

の共通科目を基

本とした普通科

教育を着実に展

開するための教

育課程編成の工

夫と授業改善に

取り組む。 

②生徒数が減少

する中で、学校

行事等の充実を

図る。 

①次年度の生徒の

減少に備えた教育

課程の工夫を行

う。 

 

②授業改善に向け

た取組を充実させ

る。 

 

①次年度の生徒及び教

員の定数減をふまえ、

選択科目のあり方を検

討する。 

②中学校との相互授業

参観や授業研修会など

を通して「生徒主体の

授業の工夫」に取り組

む。 

①次年度に向けた

適切な教育課程を

設定することがで

きたか。 

②「生徒主体の授

業の工夫」の平均

点が平成 28 年度

(3.21)以上となっ

たか。 

①クラス減に伴う職員

定数減の中、できる限

り幅広い選択を設け、

多様な生徒のニーズに

対応できるように努め

た。 

②「生徒主体の授業の

工夫」の平均点が平成

29 年度(3.31)となっ

た。 

①次年度、更に生徒及

び教員の定数減が見込

まれるため、教育課程

の一層の工夫が必要と

なっている。 

 

②学校全体で、生徒主

体の授業をふまえた授

業改善の取組を一層進

めていく。 

①クラス減という特殊な状況

の中、生徒のニーズに応える

ための苦労や工夫が窺える。 

②近隣の中学校との授業互見

を研究会に発展させることに

よって、中学校で先行してい

るアクティブラーニングへの

取り組みが活発化した。ま

た、生徒による授業評価を個

人レベルで分かるようにした

ことは評価できる。 

①平成 30 年度に向けては

できる限り生徒の希望を実

現するよう講座を開講し

た。平成 31 年度は教員定

数がさらに減少するため、

単純に持ち時間数の多寡で

はなく、選択科目の開講の

ためには人的な手当てが必

要になる。    

②中学校との交流は有意義

で効果的であるため、実施

後の協議を充実させる。生

徒による授業評価は、個人

レベルでの提示をスタンダ

ードにしたい。 

①教育課程の工夫レベ

ルでは解消しない人的

な問題について平成 31

年度に向け検討が必要

である。     

 

 

 

②中学校との交流は日

程調整を年度当初に行

う。また、生徒による

授業評価については、

データ集約のよりよい

方法を検討する。 

２ 生徒指導・支援 

①初期段階であ

ってもすみやか

に生徒指導・支

援が行えるよ

う、職員全体に

よる一貫したサ

ポート体制の構

築と充実を図

る。  

②生徒数の減少

に備え、活気あ

る学校生活を維

持するため部活

動加入促進を図

る。 

①生徒支援につい

ては、全職員によ

る確実な初期対応

が可能な体制を整

える。また、増加

している教育相談

のニーズに応え

る。生徒指導につ

いては、社会に通

用するルールやマ

ナーを守れる生徒

を育成する。 

 

 

 

②オリエンテーシ

ョンの内容を充実

させ、年次と連携

することによって

入部を促進する。 

①生徒が相談しやすい

よう広報・申込み方法

や相談時間の工夫によ

って希望者が全員受診

できるようにする。全

クラス共通のマニュア

ルを整備し、生活委員

を機能させる。 

 

 

 

 

 

②部活動オリエンテー

ションで配布する冊子

の内容を充実させ、各

部のデモンストレーシ

ョンを行う。年次を挙

げて入部の啓発を継続

的に行う。     

①カウンセリング

の受診率が 100％

となり、合わせて

課題解決につなが

ったか。 

①生徒の頭髪服装

検査及び遅刻指導

での指導生徒数

が、平成 28 年度

より減少したか。

 

②部活動への加入

率が平成 28 年度

(65%)より高まっ

たか。 

①カウンセリング受診

数 43 件（平成 28 年度

は55件）で減少。初期

対応により複数回継続

する生徒が減少した。

①生活委員により「マ

ナーアップ運動」を立

ち上げ、自らで身だし

なみを整える生徒が増

加した。５分前行動の

徹底や初期段階での遅

刻指導により遅刻数が

大幅に減少した。（ク

ラス全員の遅刻数が月

３回程度まで減少） 

②オリエンテーション

をはじめ、配布冊子や

勧誘ポスターなどを活

用し、入部の啓発に努

め、およそ 70％の加入

率を達成した。11 月に

は部活動入部キャンペ

ーンも実施した。 

①カウンセリングを受

診していない生徒で

も、貧困など家庭に問

題がある生徒が増えて

いることから、すみや

かにスクールソーシャ

ルワーカーにつなげる

体制を整えたい。 

①一部の生徒で服装や

頭髪が乱れている生徒

がいることから、生徒

指導規定の見直しを中

心に改善を進め、全生

徒が安心して学校生活

を送れる環境を整えて

いきたい。 

 

②次年度３年次生引退

後の部活動のあり方に

ついて検討を要する。 

①ソラコミ(生徒が相談しや

すいよう広報・申込みする方

法)や教育相談コーディネー

ターを中心とした支援体制が

しっかりと機能している。  

①新規企画の実施や生活委員

を機能させることにより、生

徒の内発的な規範意識の醸成

を促すことができている。５

分前行動は良い企画だと思う

ので、是非継続してもらいた

い。自転車の傘さし運転は減

ったが、イヤフォンを付けて

いる生徒がまだ散見される。 

②生徒数が減少する中でキャ

ンペーン等の工夫をし、加入

率を高めていることは立派で

ある。今後も合同チーム等の

工夫によって生徒の活動を継

続して欲しい。 

①生活部・教育相談コーデ

ィネーター・年次との連

携・協力ができており、必

要に応じて行政につなぐな

ど適切な支援ができた。  

 

①時間厳守や身だしなみの

指導など着実に結果が出て

いる。自転車運転の状況に

ついてはまだ改善の余地が

ある。 

 

 

 

 

 

②生徒数が減じる中で生徒

の活動を保障することがで

きた。職員数が減少するた

め、顧問配置の変更を考え

る必要がある。 

①ＳＣの拠点校ではあ

るが、必要とする生徒

数が多く、ニーズに完

全に応えることができ

ていない。時間数増の

検討・申し入れが必要

である。       

①今後は開発的な生徒

指導に移行することも

検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

②教員定数の減少に対

応するため、部活動の

調整と同時にインスト

ラクターの加配の申し

入れが必要である。 



  

３ 進路指導・支援 

①地域に根ざし

た社会形成者の

育成につながる

キャリア教育を

行う。 

 

 

②妥協しない進

路実現に向けた

進路指導の充実

を図る。 

①職業と自らの適

性について考えさ

せる。 

 

 

②一般受験をする

生徒の比率を高め

る取組を行う。  

①調べ学習等を行い、

職業に対する理解を深

めるとともに、インタ

ーンシップ・一日看護

体験等への参加を推奨

する。 

②模擬試験の実施回数

を増やし、自信を持っ

て一般受験をすること

のできる生徒を育成す

る。 

①平成 28 年度に

比してインターン

シップや一日看護

体験に参加した生

徒が増加したか。

②平成 28 年度に

比して一般受験を

する生徒が増加し

たか。 

①平成 28 年度 15 名で

あったインターンシッ

プ参加者が21名に増加

した。多くの看護系志

望者が看護体験に参加

し、志望者 14 名中 12

名が看護学校等に合格

することができた。 

②例年一桁にとどまる

一般受験をする生徒が

14 名に増加した。 

①以前に比較すると進

路未定のまま卒業する

生徒は大幅に減った

が、明確な方向性が定

まらないまま卒業する

生徒も若干名おり、継

続したフォローが求め

られる。 

②一般受験の結果納得

できる結果を残せなか

った生徒もおり、今後

生徒個人のニーズに応

じた支援が求められ

る。 

①生徒をインターンシップや

看護体験などに積極的に参加

させることによって進路への

意識を啓発することができ、

進路実現する生徒数が増えて

いる。           

②模擬試験の実施等により、

一般受験でより自分に合った

進路先を選択する生徒が増え

ている。 

①インターンシップや体験

学習への積極的参加を促す

ことによって、自分の希望

する進路を実現する生徒数

を増やすことができた。 

 

 

②模擬試験の実施回数増や

面談の複数回実施等によ

り、一般受験で希望する進

路先を選択する生徒を増や

すことができた。    

①生徒への情報提供、

教員の情報共有を確実

に行う。 

 

 

 

 

 

②模擬試験の実施につ

いては、部活動大会と

の調整を行い早い時期

に実施予定を提示す

る。 

４ 地域等との協働 

家庭及び地域社

会との協働によ

る教育活動をさ

らに充実させ、

地域の誇りたる

学校の存在を維

持する。 

地域の行事等への

積極的参加は継続

するとともに、次

年度以降の生徒数

減少を見据え、地

域の方々が参加す

る学校行事のあり

方を工夫する。 

地域の行事に生徒を参

加させる。また、本校

行事に地域の方々がど

のように関わることが

できるかを検討する。 

地域活性化に貢献

しているか。(地

域の方々への聴き

取りを実施する)

次年度以降の地域

の方々が関わるこ

とのできる行事を

計画できたか。 

生徒会や部活動を中心

に地域でのイベント

に、12 回以上参加し

た。企画から運営に携

わることもあり、地域

の活性化に貢献した。

教育効果も高く、地域

貢献ともなっているた

め、活動を継続したい

が、生徒数減少等によ

る規模縮小が懸念され

ている。 

積極的に地域イベントに参加

し地域活性化に寄与してい

る。地域の人材も高齢化等で

不足傾向にあるので、なくな

ることは大変残念だが、あと

２年間、今以上に地域交流を

お願いしたい。ＣＥＭＬＡの

活動をもっと地域にアピール

してもよいのではないか。ま

た、その活動を通して外向き

の志向を育成して欲しい。 

地域・施設から多くの依頼

があり、積極的に参加して

いる。地域への貢献度が高

く、地域に根差し愛される

学校として評価されてい

る。           

ＣＥＭＬＡの活動が全国国

際教育研究大会において２

年連続で表彰され、その取

り組みが他県の関係者から

も高く評価された。 

生徒・部員が減少して

いるため、複数部活動

単位や有志での地域イ

ベント参加を推進した

い。 

 

 

ＣＥＭＬＡ事業の継続

や業務移管について、

２年後の再編統合に向

けて検討を進める。 

５ 
学校管理 

学校運営 

統合を控え、４

年間生徒のため

に何事にも前向

きかつ意欲的に

取り組む職員集

団をつくりあげ

る。 

 

情報機器やネット

ワーク等を適切に

管理し、利用を促

進することで効率

的・効果的な教育

活動を推進する環

境を整える。 

授業用ＰＣ、ＰＣ教室

をはじめとする機器や

施設を適切に管理し利

用しやすい環境を整備

するとともに、利活用

に関する情報を提供す

る。また、校内ポータ

ルサイトの活用を促進

することで、情報の共

有を活性化・効率化す

る。 

ＰＣ教室等の利用

頻度が向上した

か。 

ポータルサイトの

利用調査による利

用率の向上が見ら

れたか。 

（共に対昨年度

比） 

ＰＣ教室等の施設を情

報機器としてばかりで

なく視聴覚機器として

の利用も増えた。 

ポータルサイトの利用

率は平日 100％とな

り、ポータルサイトを

活用した情報伝達や情

報共有が定着した。 

情報機器を利用しやす

くする取り組みと、適

切かつ正確な管理の両

立に課題が残ったこと

から、管理システムの

運用に工夫が必要であ

る。 

情報機器の効果的活用によ

り、業務軽減や情報共有の迅

速化ができているようだ。 

情報機器の効果的活用によ

り、打合せ時間の短縮、学

校日誌記入の負担軽減、正

確・確実な情報伝達体制の

確立等を実現できた。 

職員数の減少が始ま

り、一人の職員が担当

する業務の種類が増加

するため、情報機器の

効果的活用を推進し、

業務の負担軽減を図

る。さらなるペーパー

レスを目指す。 


